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県
内
八
十
一
名
の
商
工
会
長
お
よ
び
商
工

会
関
係
者
ら
を
一
堂
に
迎
え
て
五
月
二
十
四

日
、
広
島
市
中
区
の
リ
ー
ガ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ

ル
広
島
で
「
平
成
十
七
年
度
（
第
四
十
四
回
）

広
島
県
商
工
会
連
合
会
通
常
総
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

総
会
に
は
、
広
島
県
知
事
を
は
じ
め
と
す

る
多
数
の
ご
来
賓
が
出
席
さ
れ
、
加
島
会
長

の
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
県
連
会
長
表
彰
、

県
連
感
謝
状
、
広
島
銀
行
、
ジ
ブ
ラ
ル
タ
生

命
、
県
共
済
、
東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
の

各
感
謝
状
の
贈
呈
式
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
き
広
島
県
知
事
、
中
国
経
済
産
業

局
長
（
代
理：

山
下
産
業
部
長
）、
広
島
県
議

会
議
長
（
代
理：

小
島
警
察
商
工
労
働
委
員

長
）
ほ
か
来
賓
の
祝
辞
を
賜
わ
っ
た
後
、
高

宮
町
商
工
会
の
熊
高
一
雄
会
長
を
議
長
に
以

下
の
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
１
号
議
案
　
平
成
十
六
年
度
事
業
報
告

書
・
収
支
決
算
書
・
貸
借
対
照
表
及
び
財

産
目
録
承
認
の
件
（
監
査
報
告
）

第
２
号
議
案
　
商
工
会
法
施
行
四
十
五
周
年

記
念
事
業
特
別
会
計
予
算
書
（
案
）
承
認

の
件

第
３
号
議
案
　
「
広
島
県
商
工
会
連
合
会
定

款
」
の
一
部
改
正
（
案
）
承
認
の
件

第
４
号
議
案
　
商
工
会
組
織
の
強
化
に
関
す

る
決
議
（
案
）
に
関
す
る
件

第
５
号
議
案
　
辞
任
等
に
伴
う
役
員
の
補
欠

選
任
に
関
す
る
件

第
１
号
議
案
で
は
、
広
島
県
商
工
会
退
職

金
共
済
基
金
へ
の
再
加
入
を
希
望
し
て
い
る

商
工
会
法
施
行
四
十
五
周
年
記
念 

　
　
　
事
業
特
別
会
計
承
認
さ
れ
る 

平
成
十
七
年
度
通
常
総
会
開
催 
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去
る
五
月
十
八
日
d
、
広
島
市
中
区
の

広
島
ワ
シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
プ
ラ
ザ
に
て
、

広
島
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
後
藤
茂

行
会
長
）
の
「
平
成
十
七
年
度
通
常
総
会
」

が
開
催
さ
れ
た
。
総
会
に
は
、
広
島
県
商

工
会
連
合
会
　
石
橋
勇
治
副
会
長
を
は
じ

め
多
数
の
ご
来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
に
開

会
し
、
平
成
十
六
年
度
の
事
業
報
告
・
収

支
決
算
書
な
ど
、
第
１
号
議
案
に
つ
い
て

は
全
員
一
致
で
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
し

た
。ま

た
、
第
２
号
議
案
の
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
の
選
任
に
関
す
る
件
で
は
、
会
長

に
長
澤
宏
昭
（
瀬
戸
田
町
）、
副
会
長
に

土
居
一
也

（
甲
田
町
）・
滝

口
和
隆
（
大

野
町
）・
平
松

二
徳（
黒
瀬
）・

棗
田
裕
二

（
新
市
）・
松

田
光
信
（
総

領
町
）
を
選
任
。
そ
の
他
、
理
事
二
十

名
・
監
事
二
名
を
選
任
し
計
二
十
八
名
の

新
役
員
の
顔
ぶ
れ
が
決
定
し
た
。

な
お
、
総
会
の
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
ご
多
忙
の
と
こ

ろ
、
藤
田
広
島
県
知
事
に
ご
臨
席
賜
り
、

祝
辞
を
頂
戴
す
る
な
ど
盛
況
裡
の
う
ち
に

終
了
し
た
。

総
会
に
先
立
ち
開
催
さ
れ
た
平
成
十
七

年
度
第
一
回
研
修
会
は
、
二
百
五
十
一
名

の
青
年
部
員
の
出
席
の
も
と
、
講
師
に
全

国
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会
・
烏
山
駅
前

通
り
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長
　
桑
島
俊

彦
　
先
生
を
迎
え
、「
商
工
会
を
取
り
巻

く
環
境
と
青
年
部
の
役
割
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
講
演
を
い
た
だ
い
た
。

高
陽
町
商
工
会
と
白
木
町
商
工
会
に
対
す
る

経
過
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
、
再
加
入
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
残
り
５
商
工
会

に
関
し
て
も
組
織
運
営
の
正
常
化
の
為
、
二

商
工
会
と
同
様
に
早
い
時
期
で
の
再
加
入
を

求
め
る
意
見
が
出
さ
れ
、
今
後
協
議
を
続
け

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
職
員
の
県

連
身
分
一
元
化
に
対
す
る
件
に
つ
い
て
も
導

入
可
能
商
工
会
か
ら
順
次
導
入
す
る
べ
き
と

い
う
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
号
議
案
か
ら
第
４
号
議
案
に
つ
い
て

は
原
案
ど
お
り
承
認
可
決
さ
れ
、
第
５
号
議

案
で
は
、
西
川
理
事
（
可
部
町
）
の
逝
去
及

び
後
藤
理
事
（
県
青
連
会
長
）
の
辞
任
に
伴

う
役
員
（
理
事
）
の
補
欠
選
任
に
関
す
る
件

が
上
程
さ
れ
、
後
任
に
、
渡
郁
磨
氏
（
安
佐

町
）
並
び
に
長
澤
宏
昭
氏
（
県
青
連
会
長
）

が
選
任
（
任
期
は
平
成
十
七
年
五
月
二
十
五

日
か
ら
平
成
十
八
年
五
月
二
十
八
日
ま
で
）

さ
れ
ま
し
た
。

「植田副会長の黄綬褒章を 
祝う会」開催 

　植田県連副会長
の「黄綬褒章受章」
を祝い、５月24日
広島市中区のホテ
ルにて記念祝賀会
を開催した。 
　祝賀会では植田
副会長夫妻を囲み
加島県連会長の挨
拶に始まり県内各

商工会会長が出席し記念品・花束贈呈、田中
県連副会長の乾杯の音頭により祝宴を行った。 
　黄綬褒章は「業務に精励し衆民の模範たる
べき者」に授与され、植田副会長は受章者謝
辞の中、「商売は私で３代目にあたりこの道
一筋にやってきたからでしょう」と述べた。 
　植田県連副会長は平成３年から海田町商工
会会長を務めるとともに県連理事を歴任、平
成12年５月から県連副会長に就任し献身的に
組織の強化と拡充に努めている。 
　平成２年には商工会の組織強化に関する功
績により全国商工会連合会会長表彰、平成12
年９月には中小企業振興功労者として広島県
知事表彰を受賞している。 

平
成
十
七
年
度 

―
長
澤
新
会
長
を
選
任
― 

桑島俊彦先生

ネット de 記帳 パソコンソフト 
不要!!

工事台帳
 

にも 
対応 

長澤新会長（右）と後藤前会長（左）
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五
月
十
三
日
f
、
広
島
市
中
区
大
手
町

の
鯉
城
会
館
に
お
い
て
、
広
島
県
商
工
会

女
性
部
連
合
会
の
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。

総
会
に
は
、
藤

田
雄
山
広
島
県
知

事
を
は
じ
め
、
多

数
の
ご
来
賓
に
ご

臨
席
い
た
だ
い
た
。

議
事
と
し
て
、

１
議
案
が
上
程
さ
れ
、
第
１
号
議
案
の

「
平
成
十
六
年
度
事
業
報
告
書
・
収
支
決

算
書
・
貸
借
対
照
表
及
び
財
産
目
録
承
認

の
件
」
に
つ
い
て
は
、
全
員
一
致
で
原
案

通
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。

な
お
、
総
会
終
了
後
に
開
催
さ
れ
た
、

平
成
十
七
年
度
第
一
回
研
修
会
は
、
百
二

十
三
名
の
女
性
部
員
の
出
席
の
も
と
、
講

師
に
中
小
企
業
診
断
士
の
藤
田
悠
久
雄
氏

を
迎
え
、「
女
性
の
創
業
・
経
営
革
新
に

お
け
る
ポ
イ

ン
ト
」
と
題

し
、
創
業
・

経
営
革
新
の

現
状
、
創

業
・
経
営
革

新
を
成
功
に

導
く
着
眼
点

に
つ
い
て
講

演
を
い
た
だ

い
た
。

通
常
総
会

通
常
総
会
・ 

　
研
修
会

　
研
修
会
開
催
開
催 
通
常
総
会
・ 

　
研
修
会
開
催 

県
女
性
連 

　６月10日の商工会の日に合わせ、本県連では中区本通のひろ
しま夢ぷらざ店内で「商工会の日記念事業」実施。夢ぷらざを
訪れた買い物客に、職員がラベンダーの苗を無料配布しました。
今月８日の広島市民球場での記念事業に続いて行われたもので、
本通りアーケード街で花の種子を手渡しするこれまでの実施方
法を改めて、より市民に近い目線で事業を行おうと初めて夢ぷ
らざ店内を会場に開きました。 
　付加価値の高いノベルティの提供で商工会の存在をより印象
づけ、さらに夢ぷらざ利用者の満足度を高めようと、今年はラ
ベンダーの苗を用意。配布時間の正午前、“６月10日は「商工会の日」”と書かれた吊り下げ看板の下には、ラベンダー
の苗を求めて約50人の順番待ちの列ができました。職員とともに加島英俊県連会長も参加して、買い物客一人ひとり
に苗をプレゼント。用意した500株は、約35分ですべて配布することができました。 
　薄紫の可憐な花を咲かせるラベンダーの花言葉は、“期待”。商工会法施行45周年の今年を“新生商工会元年”と位
置づけ、「新生商工会はさらに“まめ”にやります！」を合言葉に会員サービスの向上をめざす商工会。これからの
商工会にたくさんの期待を寄せてほしいとの願いも込めた今年のメインの記念事業は、盛況裡に終了しました。 
　本県連では、商工会法施行45周年の節目を機に、会員のニーズに沿った積極的な改革を推進します。「意識改革」「組
織改革」「事業改革」「財政改革」の４つを柱に、新たな会員支援体制を定着させ、各種記念事業を展開。会員一人ひ
とりのニーズに応じたきめ細かいサービスを行うための全会員さん巡回運動などで、合言葉にふさわしい“まめ”さ
を発揮します。今月８日から始まった、広島東洋カープとの共同による地域観光ＰＲ企画“わが街ふるさと元気です”
に加え、来月23日gからはサンフレッチェ広島とも共同で、新・地域観光ＰＲ企画として“ふるさと夢スタジアム”
がスタート。しっかりと地域に根ざした交流事業とともに、広く県民に夢を与える事業も勢いを増す一方です。 

月 日 は 

藤田県知事
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広
島
県
商
工
会

連
合
の
平
成
十
五

年
度
創
業
塾
を
受

講
さ
れ
た
金
木
範

行
さ
ん
が
、
平
成

十
七
年
三
月
十
六

日
に
「
お
好
み
焼
き
店
」
を
開
店
さ
れ
ま

し
た
。

■
開
業
の
動
機
･
経
緯

金
木
さ
ん
は
、
広
島
が
誇
る
「
広
島
風

お
好
み
焼
き
」
の
伝
統
を
も
と
に
新
し
い

お
好
み
焼
き
の
味
を
開
発
・
提
供
し
た
い

と
い
う
思
い
を
実
現
す
る
た
め
二
年
半
前

に
脱
サ
ラ
し
ま
し
た
。「
オ
タ
フ
ク
ソ
ー

ス
の
お
好
み
焼
き
開
業
研
修
」・「
商
工
会

連
合
会
の
創
業
塾
」
等
の
講
座
の
受
講
、

お
好
み
焼
き
店
で
の
修
行
、
お
好
み
焼
き

店
の
味
覚
調
査
等
慎
重
な
準
備
を
経
て
こ

の
度
開
業
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

金
木
さ
ん
は
永
年
製
造
業
の
会
社
に
勤

務
さ
れ
て
飲
食
業
の
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
金
木
さ
ん
の
人
柄
の
良
さ
と
人
脈
に

恵
ま
れ
て
い
た
た
め
、
開
業
に
際
し
て
は

元
の
職
場
の
同
僚
、
地
域
活
動
の
仲
間
、

創
業
塾
の
講
師
・
受
講
生
等
か
ら
、
備
品

の
調
達
・
仕
入
先
な
ど
多
大
な
協
力
を
い

た
だ
き
開
店
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

新規創業事例 

新しいお好み焼きの 
開発・提供 

安芸郡海田町南大正町３－３６ 
森本ビル１階  

(海田サティ（海田大正交差点南） 
の北側５０ｍ…交差点側) 
電話　０８２-８２３-１７０２ 

営業時間　午前１１時～午後９時 

おっ好み焼き 
ようよう 
おっ好み焼き 
ようよう 

広島中央支店 
広島市中区大手町1-2-1  〒730-8730

Tel.082-247-5762

2005年5月25日現在 

運用環境の悪化などにより、
一部の契約で実際の運用利
回りが予定利率を下回ってい
る状態をいわゆる ｢逆ざや｣
といいます。 
当社には逆ざやはありません！ 

保険本業の収益力を示す指
標の一つで、対前年同期比
5.8％増となっています。 
（前年同期547億円） 

リスク管理債権額は23億20百
万円で、全額解約返戻金等
でカバーされている保険約款
貸付を除くと約22億円となりま
す。 

貸付残高に対する比率 
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ま
た
、
創
業
塾
を
受
講
し
た
こ
と
で
講

師
・
商
工
会
連
合
会
等
専
門
的
な
相
談
が

で
き
る
と
こ
ろ
が
で
き
た
こ
と
で
大
変
心

強
く
、
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を

あ
ら
た
め
て
実
感
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

■
事
業
内
容
･
営
業
方
針

「
シ
ン
プ
ル
な
味
わ
い
、
飽
き
が
こ
な

い
味
」「
ど
こ
に
で
も
あ
る
よ
う
で
、
し

か
し
一
味
違
う
お
好
み
焼
き
」
を
リ
ー
ズ

ナ
ブ
ル
な
価
格
で
提
供
し
ま
す
。

商
品
メ
ニ
ュ
ー

・
よ
う
よ
う
焼
き

（
生
イ
カ
・
生
え
び
・
生
蛸
・
卵
二
個
使
用
）

当
店
お
勧
め
　
九
〇
〇
円

・
チ
ー
ズ
ス
ペ
シ
ャ
ル
（
若
者
向
き
）

七
〇
〇
円

・
イ
カ
天
ス
ペ
シ
ャ
ル
（
当
店
特
製
）

七
〇
〇
円

・
定
番
焼
き

（
シ
ン
プ
ル
で
飽
き
が
こ
な
い
味
）

五
五
〇
円

・
あ
っ
さ
り
焼
き

（
イ
カ
、
え
び
、
地
蛸
の
鉄
板
焼
き
）

五
〇
〇
円
　

食
材
の
蛸
は
、
坂
町
の
地
元
で
獲
れ
た

漁
師
直
仕
入
れ
の
「
地
蛸
」
を
使
用
し
て

い
ま
す
。

■
今
後
の
展
開
・
抱
負
（
金
木
さ
ん
か
ら

一
言
）

地
域
の
人
に
愛
さ
れ
行
列
が
で
き
る

「
お
っ
好
み
焼
き
よ
う
よ
う
」
を
目
指
し
、

将
来
海
田
店
以
外
に
も
う
一
店
舗
展
開
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
創
業
を
考
え
て
い
る
人
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
（
金
木
さ
ん
か
ら
）

人
と
の
関
わ
り
・
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。
人
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
が
大
き
な
財
産
で
す
。（木

村
　
武
則
）

For Your Travel  &  Life
世　界　を　つ　な　ぐ　旅　と　心 

JTB広島支店  法人営業部 
〒730-0031 広島県広島市中区紙屋町2-2-2 紙屋町ビル2階

国内個人旅行・団体旅行 082-542-2711
大会・イベント　　　082-542-2730

海外旅行・チャーター商品　082-542-2715
教 育 旅 行　　　　　　082-542-2721

店頭営業時間 ： 月曜～金曜（9：30～17：30）
　　　　　　　　　（土曜・日曜・祝日休み） 

便利でお得！2004年度 広島空港発 JTB広島支店法人営業部 オリジナル 夏のチャーター商品スケジュール 

8月1日（月）発 8月31日（水）発 

去
る
四
月
一
日
に
立
会
人
の
安
芸
高

田
市
児
玉
市
長
、
広
島
県
連
の
加
島
会

長
を
ご
来
賓
と
し
て
「
商
工
会
合
併
に

か
か
る
基
本
協
定
書
調
印
式
」
を
挙
行

い
た
し
ま
し
た
。

調
印
式
の
後
、
市
内
六
町
商
工
会
会

長
が
が
っ
ち
り
と
手
を
握
り
合
い
、
こ

れ
か
ら
の
合
併
に
向
け
て
の
協
力
体
制

を
あ
ら
た
め
て
確
認
い
た
し
ま
し
た
。

協
定
の
内
容
は
　

①
　
合
併
方
法
は
「
新
設
合
併
」
と
す

る
②
　
新
商
工
会
名
は
「
安
芸
高
田
市
商

工
会
」
と
す
る

③
　
合
併
目
標
期
日
は
「
平
成
十
九
年

四
月
一
日
」
と
す
る

以
上
三
点
に
つ
い
て
で
す
。

先
般
開
催
さ
れ
た
各
町
総
会
・
総
代

会
で
は
「
合
併
合
意
」
も
頂
き
、
七
月

に
は
合
併
協
議
会
の
設
立
も
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
今
現
在
は
合
併

ワ
ー
キ
ン
グ
委
員
会
に
お
い
て
、『
組

織
』、『
財
政
』、『
事
業
』の
各
グ
ル
ー
プ
内

で
の
検
討
段
階
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
に
つ
き
ま
し
て
合
併
目
標
期
日

ま
で
あ
と
残
り
二
年
を
切
っ
て
お
り
、

か
な
り
日
数
が
少
な
く
な
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
、
安
芸
高
田
市

内
商
工
会
は
平
成
十
三
年
度
半
ば
よ
り

「
広
域
連
携
」
に
関
す
る
協
議
会
の
『
六

町
商
工
会
会
長
会
議
』、『
事
務
局
会
議
』

や
『
マ
ネ
－
ジ
メ
ン
ト
会
議
（
事
務
局

安芸高田市内 
６町商工会の 
合併に向けて 

安芸高田市内 
６町商工会の 
合併に向けて 
吉田町商工会・八千代町商工会 
美土里町商工会・高宮町商工会 
甲田町商工会・向原町商工会 
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商工貯蓄共済付加保障制度のおすすめ 

長
・
経
営
指
導
員
で
構
成
）』
等
を
開
始

し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
十

五
年
度
後
半
か
ら
は
、
広
島
県
や
広
島

県
商
工
会
連
合
会
の
ご
指
導
の
も
と
、

新
し
い
市
の
行
政
区
域
に
合
わ
せ
た
形

で
「
合
併
」
を
推
進
す
る
、
と
の
こ
と

か
ら
「
広
域
連
携
」
か
ら
「
合
併
」
へ

向
け
て
の
協
議
の
方
向
転
換
を
図
り
、

調
査
研
究
や
研
修
を
積
み
重
ね
て
ま
い

り
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
は
、
平
成
十
六
年
度
よ

り
六
町
商
工
会
の
共
同
事
業
と
し
て
、

『
安
芸
高
田
市
産
業
振
興
事
業
』
及
び

『
人
材
育
成
事
業
』
な
ど
へ
、
安
芸
高
田

市
ご
支
援
の
も
と
、
強
力
な
連
携
体
制

の
中
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
六
町
商
工
会
の
早
期
の

取
り
組
み
や
強
力
な
連
携
体
制
に
よ
り
、

合
併
目
標
期
日
ま
で
残
り
少
な
い
日
数

で
は
あ
り
ま
す
が
、
合
併
に
向
け
て
強

力
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

私
た
ち
が
目
指
し
て
い
る
合
併
後
の

「
商
工
会
の
姿
」
は
、
新
た
に
設
置
す
る

本
部
を
安
芸
高
田
市
内
全
体
の
広
域
型

事
業
展
開
と
し
、
地
域
密
着
事
業
を
担

う
支
部
は
各
町
商
工
会
内
に
残
し
ま
す
。

そ
し
て
本
部
と
支
部
と
の
機
能
を
分
担

し
て
、
幅
広
い
地
域
へ
市
内
事
業
者
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
提
案
の
で
き
る
組
織

体
制
の
構
築
を
目
標
と
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
目
標
に
向
け
今
日
ま
で
の
共
同

研
究
や
共
同
事
業
で
培
わ
れ
た
「
一
応

の
成
果
」
と
「
連
帯
感
」
で
安
芸
高
田

市
内
六
町
商
工
会
の
役
職
員
全
員
で
取

り
組
ん
で
ま
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご

指
導
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
十
七
年
六
月
十
四
日
、
十
五
日

の
二
日
間
、
山
県
郡
北
広
島
町
の
千
代

田
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
県
内
商

工
会
女
性
部
員
二
四
五
名
参
加
の
も
と
、

「
平
成
十
七
年
度
第
八
回
広
島
県
商
工
会

女
性
部
員
の
集
い
」
が
開
催
さ
れ
た
。

女
性
部
員
の
集
い
は
、
女
性
部
の
組

織
強
化
並
び
に
部
員
の
資
質
向
上
・
情

報
交
換
・
親
睦
を
図
る
事
を
目
的
と
し

て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
。

第
八
回
目
と
な
る
主
張
発
表
大
会
で

は
、
県
内
五
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
予
選
を
勝

ち
抜
い
た
五
名
の
代
表
者
が
、
日
頃
の

女
性
部
活
動
や
地
域
活
動
に
つ
い
て
発

表
し
た
。

審
査
の
結
果
、
最
優
秀
賞
は
県
央
ブ

ロ
ッ
ク
代
表
の
本
郷
町
商
工
会
女
性
部

の
早
川
桂
子
副
部
長
が
選
ば
れ
た
。

早
川
さ
ん
は
、
空
き
店
舗
対
策
事
業

と
し
て
、
商
店
街
と
協
力
し
、
お
祭
り

や
イ
ベ
ン
ト
を
催
し
、
地
域
振
興
に
努

力
し
た
こ
と
に
つ
い
て
語
っ
た
。

早
川
さ
ん
は
九
月
八
日
に
愛
媛
県
松

山
市
で
行
わ
れ
る
中
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
主

張
発
表
大
会
に
出
場
す
る
。

引
き
続
き
、
行
わ
れ
た
研
修
会
で
は
、

運
動
生
理
学
指
導
者
の
曲
晶
氏
を
招
き

「
元
気
ハ
ツ
ラ
ツ
」
を
テ
ー
マ
に
タ
オ
ル

を
使
っ
た
ス
ト
レ
ッ
チ
運
動
の
実
演
を

ま
じ
え
な
が
ら
講
演
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
ホ
テ
ル
鳳
凰
の
間
に
会
場

を
移
し
て
行
わ
れ
た
交
流
会
で
は
、
各

協
議
会
に
よ
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
東

山
神
楽
団
に
よ
る
神
楽
な
ど
賑
わ
い
を

見
せ
、
情
報
交
換
や
親
睦
を
深
め
た
。

二
日
目
は
移
動
研
修
と
し
て
、
安
芸

高
田
市
甲
田
町
の
湧
永
満
之
記
念
庭
園

を
視
察
し
、
井
上
会
長
の
閉
会
挨
拶
に

よ
っ
て
、
二
日
間
に
わ
た
る
女
性
部
員

の
集
い
は
盛
況
の
う
ち
に
全
日
程
を
終

了
し
た
。

本郷町女性部早川副部長
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▼
職
員
協
議
会
総
代
会
・
研
修
会

〔
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島
〕

平
成
十
七
年
七
月
一
日

十
三
時
〜
十
七
時

▼
商
工
会
管
理
職
養
成
研
修
会

〔
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
五
階
「
瀬
戸
」〕

平
成
十
七
年
七
月
十
一
日

十
三
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

▼
商
工
会
監
事
研
修
会

〔
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島
二
階
「
フ
ォ
ル
ザ
」〕

平
成
十
七
年
七
月
二
十
一
日

十
三
時
三
十
分
〜
十
六
時

▼
県
青
連
主
張
発
表
大
会
・
研
修
会

〔
広
島
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
〕

平
成
十
七
年
七
月
二
十
二
日

十
三
時
〜
十
七
時

▼
商
工
会
初
任
者
研
修
会

〔
県
連
会
議
室
〕

平
成
十
七
年
七
月
二
十
九
日

十
時
〜
十
六
時

▼
商
工
会
専
門
ス
タ
ッ
フ
研
修
会（
第
一
回
・
一
般
）

〔
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
21
広
島
三
階
「
プ
ラ
ド
」〕

平
成
十
七
年
八
月
四
日

十
三
時
三
十
分
〜
十
六
時

平
成
十
七
年
八
月
五
日

九
時
〜
十
四
時

▼
県
連
役
員
会

〔
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
五
階
「
桜
の
間
」〕

平
成
十
七
年
八
月
十
一
日

十
三
時
三
十
分
〜
十
六
時
三
十
分

▼
職
員
協
議
会
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

〔
広
島
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
〕

平
成
十
七
年
九
月
三
日

十
三
時
〜
十
九
時

▼
平
成
十
七
年
度
広
島
県
経
営
指
導
員
研
究
発
表
大
会

〔
三
次
市
〕

平
成
十
七
年
九
月
十
三
日

十
三
時
〜
十
七
時

平
成
十
七
年
九
月
十
四
日

九
時
〜
十
四
時

▼
県
連
役
員
会

〔
メ
ル
パ
ル
ク
広
島
五
階
「
椿
」〕

平
成
十
七
年
九
月
二
十
二
日

十
三
時
三
十
分
〜
十
六
時

統計調査にご協力ください  
◆「平成17年度経済産業省企業活動基本調査」 
○平成17年６月１日現在で、指定統計第118号として第12回目の調査を行います。
○この調査は、我が国企業における経済活動の実態を明らかにし、経済産業政策等各種行政施策の基礎資   
　料を得ることを目的としています。
○調査の対象は、別表に属する事業所を有する従業者50人以上かつ資本金3,000万円以上の会社（合名会社、
　合資会社、株式会社及び有限会社）で、会社全体の数値をご報告していただきます。
○調査票の提出は、紙調査票のほか、インターネットからオンラインで提出することができます。オンライ
　ンの利用申込み資料は、調査票等の調査関係書類と同時に中国経済産業局から、５月下旬に郵送します。
○調査結果は、平成18年３月末に速報の公表を予定しており、ご協力いただいた会社に当省で作成した統
　計情報をお送りいたします。
 
＊調査票に記入していただいた内容については、統計法に基づき秘密を厳守致しますので、調査に対する
　ご協力をお願いいたします。 

鉱業、製造業、電気業、ガス業、卸売業、小売業、クレジットカード業、割賦金融業、一般飲食店のほか、左記の産業の括弧内の
業種が対象になります。 
○情報通信業（ソフトウエア業、情報処理・提供サービス業、インターネット附随サービス業、映画・ビデオ制作業、テレビ番組
　制作業、新聞業、出版業） 
○教育、学習支援業（外国語会話教室、フィットネスクラブ、カルチャー教室（総合的なもの）） 
○サービス業（デザイン・機械設計業、エンジニアリング業、葬儀業、結婚式場業、写真現像・焼付業、ゴルフ場、ボウリング場、
　遊園地、テーマパーク、機械修理業、電気機械器具修理業、物品賃貸業（レンタル業を除く）、広告代理業、商品検査業、計量
　証明業、ディスプレイ業） 

※お問い合わせ先　中国経済産業局　総務企画部企画調査課　TEL������������　FAX�����������	

（別表） 
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本制度についてのお問い合わせ・お申し込みは 

本制度は、独立行政法人中小企業基盤整備機構が運営しております。 

中国支部 TEL 082-211-2288 
広島県商工会連合会 〒730-0051　広島市中区大手町3-3-27
TEL 082-247-0221　FAX 082-249-0565 
URL http://www.active-hiroshima.jp/

最 寄 り の 商 工 会 へ  


